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研究成果の概要（和文）：愚管抄を中心に和漢混淆文について調査を行った結果，①『愚管抄』において語彙の
面では，「和」「漢」両要素の一定の「併用」が認められるものの，それが真の意味での「混淆」なのかを認定
するのは困難である。②その主な原因はそれぞれの系統の特徴の共存にあるのみならず，特にその偶発性と必然
性のあいだの度合いにあると思われる。③日本の言語生活史における慈円と『愚管抄』の位置を見定め，その言
語の分析に新たなる一光を投じるために，中世における講釈・聞書・唱導などの実態に関する和漢の混淆という
現象をさらに追究する必要があるということが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This survey of Sino-Japanese hybrids in Jien’s Gukansho demonstrated the 
following:
1) The vocabulary indicates the simultaneous adoption of Japanese vernacular and Sinitic expressions
 in the same context. 2) Since merging a Sinicized context with a Japanese vernacular one was an 
elaborate process that involved various degrees of complexity, it is difficult to tell whether such 
lexical choices were intentional or not. The outcome was often the result of happenstance rather 
than the product of established rules. 3) Additional research on the language of lectures and 
Buddhist law sermons in the Middle Ages is needed to offer a complete picture of the Sino-Japanese 
hybrid writing and properly to place the Gunkansho within the history of middle Japanese.

研究分野：言語学・日本語学

キーワード： 和漢混淆文　漢文訓読　日本語史　愚管抄　デジタル教材
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
(1)古典日本語の文体に和漢混淆文と呼ばれ
るものがあり，日本人が自言語を書き記す際
に使用する「和文調」と漢文を日本語として
読み下す際に使用する「漢文訓読調」，とさ
らに当時の口語的な要素を含む「俗語」を交
えた独特な文章様式として理解されてきた。 
 
(2)近代日本語文体の源流として極めて重要
な役割を果たしているにもかかわらず，社会
一般や研究者の関心は今なお低く，具体的に
和文調・漢文訓読調・俗語とはどういうもの
なのか，またその要素の混淆とはどのような
状態なのかということは従来の研究によっ
て充分に解明されてはおらず，客観的および
実証的な再検討が必要である。 
 
(3)上記の背景を受けて，研究代表者は和漢混
淆文現象の文体分析のための適切な資料を
追求し，鎌倉時代に書かれた『六代勝事記』，
『五代帝王物語』，『愚管抄』という歴史書に
焦点を当て，特に漢語・仏語・俗語を交ぜ用
いた独特な文体をもつとされている『愚管
抄』について，その全体像を把握する試みを
実行しようとしたものである。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は日本語学の立場から，古典日本語
の文体のうち，和漢混淆文について，それが
日本の言語生活においてどのような影響を
及ぼしたのか，その言語学的な特徴を解明す
ることを目的とする。 
 
(2)その際，日本語学的な調査はまだほとんど
実施されていない『愚管抄』に焦点を絞り，
和漢混淆の現象の具体的な様相を把握し，
「和」と「漢」の要素がどのように混淆して
行ったかを検討することにより，院政・鎌倉
時代の日本語史の一面に一光を投じること
とする。『愚管抄』の文章は著者とされてい
る慈円が歴史というものの複雑で多様な意
味について考察し，その省察を記述しようと
したものであるため晦渋で，難解であること
は多くの専門家に指摘されている。このよう
な入り組んだ文章は慈円の口述筆記という
方法で書かれたものではないかと推論され
ている。この推測が正しければ『愚管抄』の
異色な文体は聞き書きによるものであると
いう可能性が浮上し，様々な問題を提起する。
和化した漢文によって思索していた中世初
頭の貴族が，仮名交じり文で口述し，それを
そのまま筆記させたときにどのような問題
が起こるかを見ることができるからである。 
 
(3)そして，このような方針に沿って，『愚管
抄』に限定せず，中古・中世における日本人
有識者の漢籍や仏典などの解読と受容に迫
る可能性を探り，漢字文化圏における自言語
による古典文献の解読と受容の諸相を見出
そうとするものである。 

(4)最後に，本研究に対する研究者および一般
社会の意識と理解は必ずしも高いとは言え
ないため，タブレット型端末などの特徴を活
かして，文字情報だけに頼らずに，読み手に
より豊富な情報を与えるコンテンツの作成
方法を追究する。 
 
３．研究の方法 
(1)上記の「研究開始当初の背景」および「研
究の目的」に基づき，和漢混淆の全体像を浮
き彫りにするために，「和」「漢」の要素を厳
密に測定する必要がある。このような取り組
みを確実に実施するために，下記の作業を順
次展開する。 
 
(2)従来余り検討されて来なかったものも含
め，公私の図書館等に所蔵されている和漢混
淆文資料を調査，閲覧するほか『愚管抄』の
諸伝本の調査を行う。 
 
①その際，和漢混淆文に関する資料のデジタ
ルアーカイブの構築とともに，タブレット型
端末などによる写本の細密な翻刻の作成法
についても検討する。 
 
(3)次に，写本とその本文の分析に当たって表
記・語彙・表現といった日本語文体のフレー
ムとなるすべての特徴を分析構造に取り入
れている，アルベリッツィ(2010)が試案した
理論的なモデルを適用し，両文脈の混淆状態
を詳細に調査することにより，全文の性格を
明らかにする。 
 
①特に，先行研究の諸説を承けてすでに特定
できた「和」「漢」異系統同義語 141 語を中
心に『愚管抄』における分布を調査する。さ
らに，定量分析の範囲を拡張し，和漢語彙が
『愚管抄』に現れる度合いという密度分析を
行った後，異系統語彙の採用状況を調べるた
めの文脈上での分析を行う。 
 
(4)(3)の調査によって浮上した『愚管抄』にお
ける和漢混淆の特徴と中古・中世の日本にお
ける仏典や漢籍などの解読と受容との関連
を追究し，日本語としての漢文の解読・受容
に関する言語学的過程，及びその文化的な背
景の位置づけを追究する。 
 
(5)上記から得た知見を総合することによっ
て，日本の言語生活史における慈円と『愚管
抄』の位置を見定めるとともに，今後の和漢
混淆文研究の焦点をどこに絞るべきかを検
討する。 
	
４．研究成果	
(1)３．で述べた研究方法に基づき，和漢混淆
の現象および『愚管抄』について調査研究を
行い，(2)〜(6)に挙げられている知見を得る
ことができた。	
	



(2)日本語学的な観点から『愚管抄』の調査研
究を行う場合，現在所在が知られている諸伝
本の中では，最古の書写（1476 年）である
宮内庁書陵部蔵の文明本が最も有力な資料
である。それが最古の書写であるだけではな
く，文中に異本との校合も注記され，有力な
手がかりになるからである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１愚管抄における和漢の混淆 

 
(3)和漢混淆の現象には恣意的な選択による
系統および意図的な選択によるものの二系
統が認められる。しかし，いくつかの例外を
除けば，前者の特定は非常に困難である。そ
れぞれの文献の性格に強く依存しているこ
とがその一つの原因であると考えられる。 
 
①『愚管抄』において語彙の面では，和の要
素と漢の要素の混淆の程度の定量的分析を
行った結果，同じ意味領域を共有しながら，
相違する文脈に採用されている複数の語彙
が共存することを特定できた。しかし，対語
が明確に区別され，採用されている件数は少
なかったため，必然性による使用というより
も，偶発性による使用のように考えられる。
したがって，最下位の「混合」と認定せざる
を得ないが，調査に用いられた異系統同義語
141 語に含まれていないほかの語彙も散見で
きたので，和漢対照語の再検討の余地が残さ
れていると思われる。 
 
(4)(3)の調査でも改めて明らかになったよう
に，和漢混淆文の検討の困難さの原因は，そ
れぞれの系統の特徴の共存にあるのみなら
ず，特にその偶発性と必然性のあいだの度合
いにあると思われる。さらに，今まで特定で
きた漢文系統の表現は主に統語的関係を示
す文脈を構成する要素であることも看過で
きない事実である。 
 
①『愚管抄』において浮かび上がった和漢混
淆文像は漢文の訓読から借用した機能語が
文脈のフレームを形成し，できあがったその
枠内に和文の独特な表現を埋め込むという
文体である。和文脈および漢文脈のような精
度の高い文章形式が独自の同じ機能構文を
もってテクストに現れたが，それは真の意味
での「混淆」というよりも「併用」の段階に
留まり，和漢混淆文の一環としての採用とみ
なすべきであると考えられる。 
 

(5)(3)と(4)の調査が示したように， 和漢混淆
文の研究は更なる飛躍を成し遂げるために，
多角的に「漢」の要素を追究する必要がある。
特に，経文を唱えて教えを説くために書かれ
た唱導・表白を含む中世における講釈・聞書
などに関する和漢の混淆の実態を解明する
ことで，この言語的な現象の分析に新たなる
一光を投じることが可能になるばかりでは
なく，日本の言語生活史における慈円と『愚
管抄』の位置を見定めるためにも，大きな手
がかりが得られると思われる。 
 
(6)最後にタブレット型端末などで閲覧でき
る写本の細密な翻刻の作成法について検討
した結果，文字情報だけに頼っている本来の
テクストに比べて，読み手の疑似体験的な理
解へ導くインタフェースを作成する展望が
開けた。その実用的な効果については今後の
課題にしたいと思う。 
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